
























要約 

石川県では人口ペースによる先天異常モニタリングの基礎資料を得る目的で、昭和 56 年以

降、石川県内に所在する産婦人科医療機関および保健所等の衛生行政機関の協力のもとに

先天異常児発生調査を実施してきており,昨年,昭和 56 年 1 月 1 日より昭和 61 年 12 月 31

日までの満 6年間の資料を用いて暫定的に各マーカー奇形のベースラインを設定した。 

今回は昭和 62 年の調査成績を加えて,昭和 56年 1月 1 日より昭和 62年 12 月 31日までの

満7年間に石川県内に居住する母親から出産した99,886児をもとに新しいベースラインを

設定することとした。この 7 年間に石川県居住者から報告医療機関で出産した児の数は

77,030 児であり,このうち先天異常児は 518 件で,出産 10,000 当りの先天異常児発生数は

67．25 と計算された。 

先天異常モニタリングシステムに関する研究班が設定した 33 種のマーカー奇形のうち主

な先天異常のベースラインは,出産 10,000 当り,無脳症 4.7,水頭症 3.3、口唇裂4.8、口唇

口蓋裂 5.2、口蓋裂 3.5,脊椎髄膜瘤・二分脊椎 2.2,臍帯ヘルニア 2.1,直腸肛門奇形 2.7、

多指症4.9,上肢の減数異常3.0,多趾症3.6,合趾症3.4,下肢の減数異常2.2,ダウン症候群

3.4 となっている。このほかの先天異常児数は出産 10,000 対 17.5 であり,口唇口蓋裂を除

く二種以上の先天異常の合併した多発奇形は 13.4 で,全先天異常児のほぼ 20%を占めてい

た。 

ベースライン設定に用いた 7年間の先天異常発生数を月別,季節別・市郡別・地区別に検討

した。月別,季節別では先天異常発生数が少いためもあって明確な傾向は認められていない

が,とくに突出した発生増を示す月や季節もみられていない。市部,郡部別でみても発生頻

度に大差はみられない。市部で発生頻度が高い先天異常として口唇裂および口蓋裂があげ

られるほか,多趾症では郡部の発生頻度が高い傾向がみられるようである。 

石川県を金沢地区,金沢市を除く加賀地区羽咋郡以北の能登地区に区分して先天異常の発

生頻度をみたが,全先天異常でも各マーカー奇形でみても地区間に著差はみられないよう

である。生産,死産別に出産 10,000 当りの先天異常発生数をみると,生産者では 61.24,死

産者では 191.87 と死産からの発生が生産の約 3倍を示していた。 


